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Winmostarを起動し、メインウインドウにハンセン溶解度パラメータ（HSP）や各種物性
を計算したい分子を作成し、アドオン | Hansen HP & QSPRモデルを選択する。

I. 単分子の計算
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Calc Hansen SPボタンを押して、csvファイルの出力ファイル名を指定すると、
各種のHSPおよび物性が書かれたcsvファイルが開かれる。
各値の意味はユーザマニュアルを参照のこと。

また、コマンドラインからも処理可能なため、バッチファイルを作成することで
連続で自動計算することも可能である。
詳細はユーザマニュアルを参照のこと。

I. 単分子の計算

https://winmostar.com/jp/manual_jp/V9/html/winmos/addon/winmos_hansensp.html
https://winmostar.com/jp/manual_jp/V9/html/winmos/addon/winmos_hansensp.html
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メインウインドウで、計算したいポリマーの繰り返し単位を作成し、隣接する
モノマーと共有結合する箇所を2か所左クリックする。
（ポリマービルダのモノマー登録と同じ操作方法）
下図はポリスチレンの場合である。

II. ポリマーの計算
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Calc Hansen SP for Polymerボタンを押して、csvファイルの出力ファイル名を
指定すると、各種のHSPおよび物性が書かれたcsvファイルが開かれる。
HSPについては、「polym_」という接頭辞が付いた形で出力される。

II. ポリマーの計算
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